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第轟節　　腎臓犠（鵜ぶ繋）集含体の成鶴

腎臓状，鐘乳石状，またはぶどう状とい強雷葉で記載されている，つるつる光肇た表繭…が

ラス状の頭部をもつた鉱物集合体がある鳳とは，昔から鉱物学で記載されている．よく知られ

ているよ彊に，もつとも印象的なものは孔雀石や玉ずいにみ熱れるが，そのほかにも針鉄鉱・

赤鉄鉱・方解石・黄鉄鉱・閃薩鉛鉱などの鉱物にもみられる．似たような集合体は内闘的生成

物と同様鰭外脚的生成物にも知られている．

鐘乳冶状の形態は，溶液が締らかの表藤にそつて流れ，かつ蒸発・凝縮して生じた鉱物にみ

られる，ということは古くから認められていた．

　巌た，似たような集合物，とくにガラス状の頭部をも鷲）たものは，直接溶液から続暴したも

のではなく，最初灘獄イドの凝結物として分離レたものが，その後，再結麟したものであ恐と

いう意昆が，かな夢古くから述べ齢れている．

　そのような考えと関係駕、て（黛乱　ヴ諜ルナ9スキー，工磁儀，欝篇〉，鐘乳石の形成と；二耀

イドの再結晶とを結びつけるような欝葉が広く使われ嶺ようになつた．

　その中の一つに，鷺W熱鑓呈yが漁域年に提案した鶏硫凝繊Q滋という露葉がある．そ

れは，最初羅鷲イドであつた物質が，あとで再結晶作用をうけたものという意味である．鱒鴛

年，アメリカの践訊鞠騨零は，識鷲イドや蹴雛轟慮様物質に1博有の，丸い，多少と

も球状の形に対して碧譲鰍継凶繍という言葉を使つた（恥欝鷺，A潔．，欝鐸，欝，瓢粉．

　有私な蕪鵡飾麟魂（欝鱗〉の研究があらわれて，このような鉱物集金体がもとの識・イ

ド様堆積物の再結晶の結果であるということが検討され鶴　そし鴫　灘鰍麟注鞭羅様，麟ト

撒黛脚墨癒，露たは鶏誠鑓驚魏爵沁鱒鷲瓢瞭　訟いう霧葉が広く使われだした，　とくに，　V．

篇癩鮮繍，G．G欝醗などの鉱床関係の学者によつて広められた．

　わが国の鉱物学においては，このような表現は，主として洗畿ベテフティンによつて広

められた．ん戴ベテフティき！は《鉱物学》の中で（饗50，Pほ3喋），断闘たる調子で《鉱物

の鐘乳石状の形態は灘驚イ1餌ゲルか鑑）生じる》と書いている．

　最初は珍奇であるからとか，診断学的に大切であるからというだけで考えられていた鐘乳石

状または買購麗轟磁様，£繊鰍憩麟癩な形態が，成因的な観、套裁からたいへん興味ある問

題だということがわか肇てきた．

　鳳£．撫》麟轟の論文が発表されたとき，すなわち節滋年から以降の数欝年問に，鉱床の

研突はたいへん大きな進歩をとげて，陶・イド様の溶液が鉱床形成に大灘癒役割をはたしてい

る菰とが明鞍）かにされてきた．それは表層の鉱物慮成ばか！穿でなく，内因的（熱水性）ないろ

いろの金属鉱噺の生成，すなわち含銅硫化鉄，若干の鉛一藤鉛鉱，硫化物一錫石鉱そ騨）他の生成に

勢蝋澱r欝齢欝騰鷺，1（撫寮糠灘勘騰欝羅総，撫灘難薦縮離護購鷹辮罫肇y懸醗
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も，大きな役割をはたしているとい配れ芙きた．このことは．ある面では，金属の移動は溶液

として語ヂなわれるといξ〉｛ノ藤説に基づいているが，ま1笠，凄）るi笛では，翻ヨ未に寝郵搬磁叙X戴（擁（搬1》

や《C越（》m麟）h隻C》勃糞鉱石の集合が野轡．鉱石が：二ね冒ド様の溶液かタ）沈澱した証拠とみな

され，淵｝ミうな；現象に基バいている婁甦）．

　、し記の轍とをまとめてみ聚）＿，㎜1．記のような蓑合体韓；，流肌ている1容液力　　かんたんに析出

し・たものか，あるいはがノレの再結叢1した：もの（蒲磁ξ駕《）撫）iぐ熱めか．いずれかの方法で，鉱物の

成因と関係していると考え壱）れているといわねばな詳，ない．

　こグなうに，鉱物ぴ）集1一㌢体に成因的意味があるということがわかつたにもかかわらず，その

現象の碑究を職しい襯，、苧、ミから続けてゆく入が出なかつた．しかL．．腎臓状の集合体の、、尋財試鉱

物学的微疲をするなかで，われわれに興味のある鉱物集合体の形成の闘題がときあ灘ごれる再

能性が示された．そのような！絹題び）文献紛1ドて塾はV．A。チ、、ニレパノツ　（琳51）　と　A、V．シ・

ユブニ撫フ（／9講織）のi事がすぐれている．また、華都こよつて研奪誌れた鉱物集合体につ

いての、、ぎFの報告もあ鳥（碁．盆　ゲリゴリエフ，釜94錫、生9懲）3，狛53慧）、、

　下＾紅き述〆く樽τド…一タは；大1葦籍／慨擁寛一・鑑畢γの難屡慰のさい1こ嚢柵たものである。その年しぎ董挙デはみ・ごとz苓箋

合体で，鉱物の成因を明らか／慧するのに，たいへん好都合なもび）であつた、孔，総蕎の葉ノ体

は，ある研獲者，ま鐘乳響状σ）ものとして引用し．また，他の研突欝は題融t麗副（粛1繍，鷺（通び

m（）騨癒1な集謹討辱弧：して引用している．孔雀石とと毫，に，。凝成父熱水性の各種の鉱物の1集・藏物

も図胃警づ蝋愚、，

球瀬の成因

　われ，われに興床の鵡集合体の中で，適当な、墨，のをえらんで観察してみ懲と，それ銑）が球グ）

一部1分のような形をしたより簡単な焦合緯か／、斌“つていることがわかる，、蜜た，すで紅み、妃よ

うなタずヅび’集．鈴体（孔雀そ＼黄鉄鉱）と嗣じようなかけ　寿㌧な恐サンプノレにぶつかること

カミある、、した1がつて，、敷！）複雑な集合体のテ影成を1絹らか麺するには，寮ず，それを構成してい

る部分・　鉱物の球瓢（！）部分を観i察することが必雛喋ある。

　罰拡彰ヲグ冠i求髪鐸伏舞箋合／本一一翁ミ驚1と、名イ寸けら離。葛一尋莞よあるときは規則丑三しい，あるときはひど

く歪んだ球状をしている、そして，放射状構造，窯た．は同心円状の放卜射状構造を番してお！〕，

顕微鏡下で墓又、別が幽難なほど小さいものもある．

　現在では，球騨の形成過程には3つので駄、方が知られている。

　第一一の柄去一一一これは，無関係な物体のまわりに糸最が成長する方洗である（第絡6図ω灘ラ．

　その．｝こう訟物体には，趣の鉱物の析出を、ながす性罫がある；1麟合と　（聡英の．i二の針鉄鉱のノ元覧

長が例としてあげられる．L瓢　ツィガノス掬5！，慧51，1駕欝7）先に成長しノ1二その鉱物集

・合体のかけらがある場合がある　（方麟嬢魁の緬状郵）。　よく知られているよう轍，魚廊状署は動い

ている水の中で形成され難が，それは浴液の飽和や巡還によつてお蕊いに摩擦されることが原

欝である（A．冠ザバ恥ソキー，望鱒）、その．ゆな．物／却）表面にはいろいろの方向に蜘びた

結晶の瀬芽がたくさん凄5、、

　最初の時1と方向性をも吟た胚芽結晶の闘では，成長は幾何1豊的淘汰を生じる．そLて，放射

ソプ向に伸葺遙方“向を柔ゾ）オ＿糸雛禎義のダ赤寿監ノ幾長、を蜂鎌ける，、その糸吉果，方食身寸糸泉〕決の内音購薄造・をもつた舞求

！類罪ぐ集合体が4三じる。

　第慧の方法はいろ斗・ろの方向の胚芽結晶び）集ま！）か寿の結晶作用である　（第蟷6図紛、、

注／）　参照ζベテツチでン，Aズ》漕シヤドルシ，T、翼。，轡581シヤドルン　筆翼．，i惣121響

　　灘．フ禦フ艶F．v。ラ！95（）登ig5難　唖辞ドケ・ヴイジノ葵参鷺．A．穿19§2

1主2）　惹oゐ濯や次の方法で彗よ肇球舞駁伏ノ銭貯ず本は斜壌犬の舞忌をも哨た1、窮本から　 1）ている。　これ

　　1欲，方コ萢に，よつて冨猿ヂ本のノ粛長i！し験タ麺簾き継．違　 こ（とをり猶／、ノてい難。　毛窯くウ鶏ら寒LているC錠タ1鴫蛋

　　　　　　方陶に、よつ℃成幾遡獄、邪、蕎徴のある，姉な等軸総系の結野義からも生じることがで

　　熱る。
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蕎英蔚，ン、無にで　　｝小さいいろ毒・　の瀞瞬1にイ申ぴた針鰍；鉱から購懸

し慧懸麟軽父（騒汁鉄鎌1軸蘇）窪熱鴛．麹畷．　ツイニザン（餐）5玉．｝に．赴餐嚇

Σ翼ル黒の・槽グ　　罫イト暴1蕪から躰

　似たような過程は，実験的にザ雛一ルの溶液を結晶させるときにヌることができ鵜　（A．V．

シ鳥ブ講灘フ・（翫α　いムレイン，／9鷲），それは中心に向かつて冷えつつ凄る溶数を，あb

かじめ編いザ雛一ノレで家さつし、ておいた針で“軽く．ふれるときに生じ導．

　天然では胚芽結晶の濃集は，反応に参加しない他め鉱物の申にと！）こ寒れた鉱物と溶液との

化学的桓簸1作豚考聴きにおこる．黛A・チ講レパノフ（葺95美）によれば珪化麟穏覇ツて岩の

上に成長気／た：孔雀畢fの腔芽結晶彰ま，蕪質の塊の中で突出もた．方解蕎の粒にくつ認二）いている、蓑彼

は，流れている溶液か舗欝翻晶が沈澱するのは渦巻1荒4）ところのかきられた表『藤にのみ生じ

驚…（5123）
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ると推宣定した．また．他め方法による胚芽結熱の集不責の：方法が知られている．それは成長して

いる結晶から胚芽が引きさか1れ、る湯合であるぐA．V．シ講ヅニ難ソ，菟93S，欝騨）。

　そのような騒芽結嶋グ）集裟妻海・らは，輩ll黛心から放射状の方向へのみ自由に成長する．そし

て，時がたつにつれてお互いに隣．同志のもので支えられてゆくであろう。その結果放射状の

内部構造をもつた球騒状集合体が生じる．

　第3番翼の方法は割額、た結翻から成長する方法である　（第“稼3図襟）．割れた結晶からの球瓢

の形成は実験的に再現されている（たとえば，鋭｝蝋総雛〈λ，鱒雄，難獅p礁，獄14をみ

よ）．そして，すでに問題は明らかにされている．ごごに，その奉兼子を引用すると　（第遡樹鐵の

結品の醗き慰かれ現象は球顯の芽をつくる濠で進行するこ、とがわかる．天然でも，このような

結愚の引きさかれ現象は廉れではなく，第慰一7｛1図に示レたような例がみられる．

　第縫総図鷺から明らかなように，結晶の引きさかれ現象は，特徴的な鷺又繋夢状ダ）構造をも

つた球騒を生じる．それは入二廷的な結鹸においては顕微鏡下で実際にみることができる，、天然

の球瓢では，そのような膜又葉〉状び）蚤、のは浅だみつかつていない．しかし，それは非常轍小

さン・からであ愚と爆われ、る．実際には，多くの球願は，このような第3番獲獄）1方法で生じると

考えられる．孔雀石鵜ついては，引きさかれによつて球瓢が生じたことを示すような事実が知

られている（纂、欝，グジゴリエフ，搬41舞）．

　実験によると，引きさかれ轍よる球纈の生成の湯合には，一つ一つの放射線が新レい球顎の

中£．・にな1）うるということがわかる．その生成び）方法は，穴のあいた仕切峯）によるものであ

る．球蟻の放射線は仕切りにゆきつくと，その穴から通診ぬけてし象凱そして，それが引き

さかれると，仕切1ラの背後での新しい球類の中£、・となるであろう　（A・翫シ撒ヅ’瓢雛ク，欝35，

第1総図）．

糞

δ

第⊥8呂籔　　鋒嘩灘！）から球黙が叢！l藻愛礁様子9煮三は醗撚の球蕪i。　批一も：戦噺

　　　　　もつ勲仕切り窃霜1、凝薫鰐1）誉つ愚ぬ蓼て愚す二雛射線懸1の趨趣審か

　　　　津1薩こ，よつて壁三じ勲撰響しい蘇塾臨

　似たような様子が，ウラルのメードノルジャンスク鉱床の孔雀苓のサンプルでたしかめられ

ている．灘9図に赤銅鉱（木グ）枝状の）をもつた腎臓状の孔雀着が孝されている．それからわ

かるように，；孔麟萎石のこ1．ぷは一連。の歪戎長ではなくて，穴をも一つた1満ミ調藤鉱の1麟で転一萎蕉おおオ繋れ、て

いる、この層は翻すきまのあ尉1ご切ザの役をしている。孔雀貰の結鹸作用は引きつづいてお

こり，その放射藩泉状部の一音i三は仕切1りをつきぬけてタ瀞穀凶弓灘織の中心／鑑なつた．

　天然でも，末端が引きさかれて，せんい状になつた孔雀石の結愚がみられることは蚕れでは

ないζき

　かくて，第3番嘱の方洗によつても，放射状の内部構造をもつた球穎が生じる部）．

注3）　もし，球顯の救射線がその方麟にそつてお互いに成長しないならば，球顯は窪みないで
　　あろう．遊して鷺気蕎や蓬曙衡む痴獄む1捻登）ような集禽体になるであろう、

総一（鷺誌）
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い謝灘壌穿結轟Φ蜘鵡1》一鱗きぷかれによ碁灘しい球顯く窯）熱

旗。細い繍艦球縣の敢麟線状騨ぞ繍韓部分。点線～礁摂麟難濃欝．
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誘眸避

　しかし，すでに指摘したよ鱗為球顎の申には放射線状の構造とともに，同心円状の累帯構

造もみられる．

　同心円状累帯構造には球黙が成長するさいに生じた初生的なものと，球験が変化するさいに

おこつた二凄欠的なものとがある．

　最初のタイプの岡心円状累帯構造は，鉱物集含体¢）威長時期における胚芽結鹸の反復L、た成

長によつて生じたものであ愚、菰¢）ような現象は第！窯たは第ξ彦の方法によつて球黙が成長）

たときにおこる．

　第裏の方法によつて（第漁G図畿）成長する場合，すでに成長してし譲つた球頴の表面に生

じるいろいろの方向に伸びた胚芽結晶は，溶液の濃度の変化（たとえば，温度の低下とか侮ら

かの沈澱用試薬の浸入など観．紅つて）か，慮たは，機械的な現象，たとえば細かいち餐状に鉱

物が粉砕されるとか，擦1）へらされた！りするとかなどに、凱つて生じる．（鼠驚　グジゴリェフ，

漁5勘．後者のような場合は，撮泉においてピーソライトとよばれているような球黙の成長に

み議〉れる。すなわち，沸懸立つている水で球顎がお互いにす！）合わされる騨）である．その結

果，その表面は小さい破弄い嬉一杯になつて，新しい結晶の成長のための促濃剤となる．同じょ

うなことは頻海の波打際で形成される緬状石についてもいえる（胤篤ザバリツキー一，綿鐙）．

　ともかく，球頼の表面に，そ¢）成垂のある時期に，いろいろの方向紅服芽結晶が成長しはじ

欝一（瓢鞘
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め幾何学的な選択がおこる．その結果，胚芽結慕のうちで，表面に直角な方向¢蝿）ののみが成

長する・すなわち，球購絃）放券孫泉にそ・つた胚芽結躍玉だけが成長する．かくて，球纈には新Uい

同心醗状の層が生じる、もし，そのような現象がく！3かえし行なわれると，放射線状で累帯構

造をも所）た同心円状の球瓢が生じ鳥，

　第3の方法で成長するさい　（第19（）図1）），成長し．つつある球瓢の表面の新しい胚芽結贔の

出現は，、と記のような原閃（引きさかれ現象）鑑よつてのみ生じる．しかし，新しい胚芽結晶

の成長にさいじてはすで1こ違つた法則が支醗する、

　新Uく生じた胚芽結贔は新しい球纈び）成長の中心である。球瓢の表藤に生じても新しい球頼

は放射線状にのみ成長する。というのは，線状にのびたものは，隣のものにもたれかか1），や

むをえず成長が騰まるからである．そのような方法で球瓢の表面には新しい層が生篶る。それ

がくりかえしておこると，球類は多くの層に累帯した同心円状ヴ）構造で，しかも放射状の構造

をもく）たもヂ）にな樽。

　球頬の中には，2種の鉱物が累帯して講£、・円状になつているものがある．カザツスタンで

F．V．チ轟フ翼ツ（姫蕊）が騰ずいと石英でそういう例を記載しでいる．

　そダ）他グ）構造一一球縣の表面に対して放射状でなく，せんい状の配列をした球顎　　も湊）る

ことを述べておく必要がある．／以たような慧とを多霰石の緬状1行について慧．C．So痴y（1879）

が述べている．こび）ことは，われわれによく知られているヂー一タから考えて，理論的な結論で

ある・というのは・球縣を構成している超顕微鏡的サイズの意んいがあることは直接みるこ

とができないからである．H、SQ漁yの結論はA，N，ザバリツキー　（ig29）がいうように

《光学的異方性をもつ鯖状石の層／こおける光軸梅とア～垂、の配置から》考えたも群）であろう。

　球顧の中ぴ）せんいは，いろいろの方向に伸びている個体からなつているので，それ自身の光

学的方位をきめることはむつかしい．たとえば，せんい状の玉ずいに特徴的なように，ある場

合には第3のオーダーの対称軸にそつて伸びており，凄）る場合には第2のオーダー一の対称軸に

そつて伸びていた1）する。，

　舗状石の霰石は，いろいろの見掛けをしているが，いろいろの方向に伸びたせんい状をt〆て

いる（〔001〕または〔10のにそつて伸びている）。放射状に配列Uている霰薫グ）せんいには正

グ）伸長方向のものも幽の伸長方向のものもある．したがビ）て，球願の中で伸びたせんいを光学

性だけから考えることは呉合が悪い・かく毛、て雛・S鍵byの考えは実際的な証拠をもつてい

ないことになる．

　上述のように，球顎は自蜘な成長がお鉱るような条件で，かつかくはんされるような状態で

生じる（粘嫉のある熔嵐動く水など，弾力性のある闘いものび坤での結晶作用のさいに生じ

やすい）．また，私違は何かの表面に球顯が生じる条件が澄）愚こともみてきた．

　表面4）球顎4）成長について2つの極端な場合がある（第1瓢図）．

　1つは，そ疑）表面で，球顎がその放射線状グ）一つ一つがどの方向にも均質に成長する揚合で

ある（第欝！図孤〉．その結果，球i顯は半分だけ発達して半球となる．そのような半球は孔雀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　拶ダ
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α δ
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鉱物の個妹発樵〔鉱物集含体（難灘鱒欝tのの／測灘〕（黒瞬吉、益訳）

石・黄鉄鉱・薫ずい・菱鉄鉱鵡段醸照瓢など多くの鉱物にみられる．

　第2の例は球緊飽）いろいろの放射線が不均一 嫁発逮をしている場合であ恐　（第ユ雛図髪⇒．

すなわち，表面に近い方向で発達が悪く，それ、からはなれるにづれてよくなる（これは，多

分，鉱物を・つくる幸容液の行劇」速度の違い轍、勲擦か，　または，蔀分ごとにあま雛動か力魏寧容液磯

濃度の違いによるものかであろう）．この完全な場合には球顯、は本当の球となるが，そび）成長

の幡1’藤は封之の中柔爵にはなくて，表面に1丘いとミニろにある。

　そのような球における放射線の長さは表面と紛なす角によ！り，理想的にいえば次¢）式であら

黛）さ蓬Lる、

　　　　浄鞭罵態験sl鴛慕

ここで罫職7はある1線の講蔓さ警

　　　　翻　はその薙県と表蘭とのオ募す幾皐

　　　　翫は表薦に直角な方向の放射線の長さ．

　このような種類の天然の集合体はしばしば球轍近㌔・が，・表面に蕊角な方植／や急傾斜をレてい

る方向の成長が大きいために歪んだ形をするものも窪劇ではない、、とくに孔雀驚趣）場合には，

獲求に近い成長を示すとき，横の方の¢発達が悪いということが多い．

球穎の群撫

　繊々の球顎の発生と成長を観察したあとで，直接われわれの興味をひく集合体，球顯の群慮

に注意してみ，軌う．

　これらの集合体の形成には次の．試うな種類のものがある：／）鋳らかの平らでない表面にお

ける球顎の群生，偽平らな表面における成長，　ただし，　各球顧の成長速度が一一様でない条件

が必要であ鵜．天然では1の場合が大切であるが，両者とも鰹らかの関連性がある．

　平らでない表面における球頼の群生のさい紅は，それらの間に幾何学的選択が必然的に生じ
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る。

　球願の鮮誉の様子は第欝2図紅示されている．そこでは同£、・円状累帯構造と放射状の構造と

があるが，、若干の鉱物の集含体の申では繭爵は必ずLもあるとはかぎらない．球獺の鰐心円状

の累帯率薄造・は凝覧長の／l覇々の欝鍬霧幾ぐ）中”できま認てい樽、、

　一…般的に，球1類の成憂のごく拳刀期の段階で髪お1互いに慮だく一、）いていない時と（第漁2図，

藁）ラ雌滞鞍騨）集．禽体を難舞戎し磐お互いに．く〆）つ欝は隙ンめたi響（灘）とを区別することができる．

　球類がくつつ嚢は篶める時期に／lよ，球顎の接触によつて一つの．幾醐が生じる、若＝1鰭）鉱物，

たとえぱ黄鉄鉱・針鉄鉱（綱色のガラス状の頭部を童）つぐい礁）・赤鉄鉱（赤色のガ勝蝋状¢

頭部をもつている）などでは，そぴ）ような表1斯に』そつて簡単に審磋るごとができる。

　ともに成長しながらも、違つた配置をもつた球額は，それぞれの運命をもつているかのよう

であ軌すなわち，あるものはどんどん成長し，あるものはかぎられた成長をする．その結

果，ある璽）のは羅大なものに成長し，集合体の最終的な表而を形成するのに，あるもグ）は次第

に、嶽由な空間を失つたかのように，その成長が焦塞つてし蜜う。それぞれの球顧の運命は，

その成密藁の中心の位置と，1鎌の球職i（）中心の位欝老によつてき窟つてくる．ここでは次のような

幾何学的法翔が支配するであろう，，護、し，その球穎ぴ）中心点が爾隣玄）の球纈の成長中心、薫をむ

す’んだ線よ1）も下にあるときは，その球穎はおそかれはやかれ隣．のものの成長にくわれてしま

つて成長が止廉るであろう．そして，隣、同志のものは直接接触するようになる　（球顎のi一一2

　－s卑聾一略一一7》慧…噸2－43など）．

　もつと養詳低い成長の申心、夢、糞をも，つてい擬球麟の成長が賎麟ミつた後では，麺、の球額の組合わせ

に，似たような新しい関係にその法瑚が作用する（たとえぱ球額レー3一識，審一惑一一7，鐙一鷺一

ユS¢）問にゆ．そ鐙糸蘇果，談た次グ沈オー、ブ…の封離額の成長め顯転戴至），新Uく溺ミ！顛の叢髪譲かが行な、わ

れる。要するに，成長動る球顧の多く力集．舞つて，あ蜜！）多くない，Uかし大き㌔・球顯からな

る腎臓状の．表爾をもつた集合体が形成される．

　轍のような成長機構は，あもゆる方向の球男1め似たよう癒成長を湾えに入れたものではある

が，球顎の不均質な成長のさマ・にも似たような現象が生じる．

　孔雀苓の例を示そう．第燈3図に球顧の成長のさいの幾何学的様子がよく示されている．レ

かL，第漁2図のようにそれは平面ではなく，立体的である．というのは若子の球顯は結晶成

長の申心を切つていないからである。似たような法鰯は，任意の鉱物からなるそのようなタイ

プの集ム体にも、兇られる．

　しかし，腎臓状集舎体の発生と成長についての上述の方法は，その成鶴のあらゆる現象を網

驚／登3麟　　賓，鑑石轄×墾．壕○ウ聾．・レ夢　メードノ、嵐・ジーン数ク鉱縛妬

叡）一一（§2露）



鯨物の鱗体発鑑ぐ撫叢物集禽体（購畔噸奪賞鷺〉の成霞）（黒器h煮ゴ益、訳〉

羅しているとはいえない．とい桑のは，発∫撫や成長のほかにも，ぞのような集合体にとつて，

化学的な，塞たは物遅、的な変化税象もあ礁からであ恐．

変匙の遇程

再結贔作用

　この現象は，間題ぴ）集合体が細かいせんい状凄憲たは針状の鰻体か旺）なつている揚合に生じ

る．そのような形に個体が集含するのは，母液と平衡にないとき、とか，前に述べたように幾侮

学的な原法！によ恐ときである』のようにL』ぐ析鼠1したものは筆衰・面エネノレギーを鍛小紅す鵜

という．要求を満足す膿ことができない，、かくて，適嶽獄条件下では，それらはよ鋒大懸な個体

へと霞発的に再結麟するようにな参，よ！）等軸的な形になる．第騰S図に，黄鉄鉱が均一な粒

の硫化鉄鉱の集合になる例をすでに述べた、，

　かくて，問題の集合体の特徴的な内部構造が失われ篠．しか気、，そ淑，雄，多分，再結離1作用

のあらゆる場合におこるとはいえない．合わせて，再結鹸作用は，放射状，または放射状で同

心円状の構造をもたずに，均一の粒からなる（方解石や黄鉄鉱など）球頼状の鉱物をつくると

考えねばならない。

多形変化
　上述の各種集合体の鉱物の中でも，その外部条件が変化すると，あると鳶はその内部構造は

残したま塵，あるときはその成長の騒三1箏結鹸の痕跡も消滅して，再結晶L、，多形変化をおこす

ことがある．そのような例としては霞鉄鉱一黄鉄鉱，競篇論無一閃醸鉛鉱，霰灘一方鮮石など

がある．

機械的変形

　L難記至側たような、集合体には機械的な裟i形がレば薫〆ばみられる。それは，ある場合は，熱1水

撫用のさいに』おこる構造・運動1こよつヤでおこ勢，ある場合には，変成作摺のさいの1構造運動の嚢

面に近い運動によつておこる（例としては，広域変形運動の時の球懸一魚雌状石の変形がある．

露・（〕1（罵，欝婆71烹）・駐，グリゾリヱマ，燃・犠をみよ）、、窯た，ある場合には，硫化物鉱床の

風化帯における孔雀署の例のように，変形作用が三ノーチングと関係／ノた沈澱紅．歎つておこ恐こ

とがある．

　変形作用は鉱物の成長の．過程でも，成幾した後でもみられる．

　集禽体の機械的変形は，灘獄イドの収縮に，激つておこる割購と間遠えられる撚とも慮れで紘

ない．

化学的変化

　集合体の中で，鉱物が他の鉱物でおきかえられ葛こともまれではない，孔雀石ではレばしば

みられ恐訟とで，置換の規則性も明らかにさ零亙～ている．

　孔雀宥には2つφタ／でプの集合体があ纂．’r葱つは，きれいな放射状の構造灘した結晶質のも

ので，識メラル1ご・グジー7や絹糸状光沢をしている．こ』れは孔雀；饗そのものであつて，置換

を葺けていない．他の窯やは，密な構造をしてお！），しばしばき灘るい淡欝色にかわ碧つつある

緑色から灘メ讐ルドグジーン蟻での色の変化がある．これは，たいてい何らかのでマ・お鋼の珪

酸．塩燐酸塩，裟たは硫酸塩に変わつている．すなわち，慮響欝《繊無，諏囎睡轄い轟羅磁嚢，

1》驚漁猟轍禁という鉱物が生隻シぐいる。覧V．識レメー一瓢ぴ（欝蹄〉が記載したように職、雀貰

が繍脚難賑露によつて完全に仮像にな．る蜜で置換され，ることがある．　その他，V．A．ヂ講レ

バノツ（欝灘〉が述べてい灘よう鶴，孔雀石はいるい篠鈴鉱物紅よつて麗換霞れ燃鵯とがあ

磁…（慕㈱〉
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る．

　孔雀石は同心円状の妻馨帯構造の層にそ／）て簡単に置換されるので，2すくはげやすく癒る．

このよ弱ひ熱こよつて置換されると，孔雀苓の色が一様閃∋なくなるので，みがいて蜘）物にす

ると特微のある美しいもの紅なる．孔嚢。饗の中には，丸い包有物のような形に蓑掲交代的に

chrys（》c（）顎欲　に憂オコ）つ芙いる亀，のマもある、，その、籔うなものは，　菌シ心！署）伏の鼻駐帯率薄造・の惹章のとこ

にあメ場含もある、また，皮をかぶつた断面にあらわれることもある．説，雀二蒼はい端）いろグ）方

向の割懲にそ1つて，V．盛孕　ヂ瓢レパノフが示しているように置換されることもある。

　似たよろな孔ノ霧、澤の置換は，カザフフ禰ン・叫咲アジアの銅鐘云床の酸化帯において，耐久性

のある鉱石といわれ．ているよっなものにみられる、，黄鉄鉱の集r、淋における置換現象もまれで

はない．とくに，鉱石の形成のさいに大切な役割をt〆た硫化鉄鉱床（ウラルび）第3インタナシ

羅ナルやヤマンーカスなど）の銅鉦1石にみ1れる（第蓋§4図，S．A．バフ雛メ・一エフ），，

．灘灘

　　　　　　錘繍鱗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　謹　　　　　　　　　　　　　　　　　　繊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銭　　　　　　　　護

　　　　　　　　　　　護
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溶 解

　最後に，これらの鉱物，とくに澱、雀翠ニギについてしばしば指摘されているが，地下水の作用を

勢けたときに集期体の溶解グ）親象がおこることを述ぺる必要がある．二弛雀石が溶解するとその

成長の形を切つて円くな愚，，

　したがつ℃．われわれ1縫幽球ぴ）ある集釜蔦体は，その発生に始まり，その変化と壊滅に終る．

そび）集一髪1体の形成は鉱尋脅¢）結熱津用ぐある、、われわれが，これをみてきたとき，その成因につ

いて，一度も翼羅イドということに注慧1をむける必要がなかつたということは大切なことであ

る。　こ爵㌻はイ禺套奪的癒ことて聾汰ない．その雲裁合体のテ疹／幾にずマ・てみていくなかで，それ，らが，　謹

獄イドの再結晶作用の結果であるとみ癒ければなら流穀・。よ）なことは少しもなかつた．

　実験室においても，野外観察鵜おいても，それ1集　体は，凱溶融体から，2、水溶液かh，

3、ガスから灘），4．懇慧ギド様溶液（t、かし灘慧デドの収縮という方洗ではなくて，それが飽和し

たゲルからの直接の結晶作用潜勤）か1形成きれたことが萌らかであ愚．集合体の難敏撚dl（）銀

控蓬）　この方法は溺観述べる必要がある，L黒力弓ヤキン魯L漁カイナルスキー，！954を参
　　1灘ぷオLた1．！，，

注器）かくで，多分，欝珂ドは姶めでも，それか粥隊つづいてでも鐘貌石状の集合体のら
　　ζゆる時，期叢遡じ・で，粧　結翻の御用葎蓄1人なのであ端）う．

§2一（緯（））
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、第漁5図　　収籟によ蒸馨糞」醗・もつ’二蔀rぎ総繋癖○蕪総鐡犠鳶（ξ灘慧斜灘翻・癒黛⇔状

　　　　　‘難i蔭脅も㌦デぐいない礁　驚藩cピ〔ン翼壕／盤、ズ・一1ご，ノルジヤン　fノ騰

様の性質の解釈はあや窯つて考えられている、、そのような集合体は鉱物生成において薫ロ・ギド

が参加するという証拠にはな！）えない、

　集合体には羅篇でドの収縮，あるいは収縮に1よる轡／顕などをi証拠づける訟うなものは記載さ

れてい職い，、1）A・V、ドマン．スキー一・N競　ぞリヤチ灘フ・E沃滋　ライスノレ（1134）の法則

に一一致し、た平らな周囲をもつている、、2）　毒1体のヲ落とマッチした夫見則1約な関係（欝．欝，グリ：ゴ

リェフ）をしてお），それは灘獄イド寿払生成したという説に対する反証である．

　そのような害嚥は，駕とえば！＞ラルのメード．ノルジヤンス夢鉱床の（》1野蹴《）撚などの

璽灘糠雌醸畿ξ叢の集合体には典型的である，、そこでは割目は‘臓り脊艶状に発達している　（第

／§昏図）．　L、惣がつて夢糸瞬繊の窟憲であつて，多腎月蔵ツ菩こはなつてい力駅い．

　ある物質が灘罵イド様の沈澱物であ葛という証拠起は，収縮によそ、割麟だけでは不充分で澄，

る．それは容積が滅少する、ような池の勲薯でも似た、諏うな割購が発逮するであろう、　（罵とえ

ば，玄就岩が結晶するときに生じる柱状の節理、）

　鐘乳石状裟たは灘顧細認雛i撫様，翻1撒憩脚1愈とよばれる集鎌体¢）成因についての問題の

検討もそろそろ終1）である．

　将来は，集合体の成長を何ンかの物理化学的条仲の中での原因を、み．つけるようにすすむぺき

であろう．その時，集合体をいくつかに細分してその生成に適楽な名前をつける燃とが必要で

あろう，，い蜜のとζろ，集欝体はソビ瓢トの文献に昔カク採用されているように名付けるのが

一番，魏・．すなわち，鐘乳石状というのはその集合体の成因を必ずL、も正しく反映していると

はいえないけれども，撚較縫c麟矯繊酵あるいは鷺磁沁撚（罵麟歓よ参は洩い．名前である。，

　鉱石形成のさいの罰驚イドの役割について，広く流布されている観、・、i課は，大切なものである

ことは変わりはない・しかし，よく知られているように，鉱石の運，搬や沈澱のさいの灘鶴昌ご

の役割についての仮説は厳密な証拠をもつているわけではない、，訟の仮説は，石英・方解石・

蛍石・閃彌鉛鉱・方鉛鉱など¢）脈石や鉱石の1購包有物の研究からえられ，ている鉱液の性質を

考えに入れていない。

　こ叢でS，＄，ス淀ルノフが騰翻年に述べている欝葉を引矯Uておこう．卜鷲イド様溶液

韓ついて述べるときに，その申では硫化物がたいへん溶けやすいというこ撫を忘れてはいけな

い．その場合，マグマから鉱讃をつくる物葺が梼出するさいし、よに，似たような溶液が生導る

ということを；推定することが必要であ欝．／♂かし系の一般的性質に注葬蓬するならば，これはあ

憲1穿鷲能性がないであろう、よiラおそい時期に二羅イドl／叢溶液が生じると考える方が可能性が

蕪婁一（5瓢〉
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あ導．乱、、かし，こ1のよらな条件では，重い金爆、の硫化物の移動についての間題はび）こされた慮

まである講（欝47，裏）、鋤．

　かくし、・て，識．ll苓生成のさいに，灘・駕イド様溶液轍どんな役割があるかは，二1罐君ご様溶液か

らの物質の沈澱を示す天然の事実の解析に基づいた将来の研究に待たねばならない．
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